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研究成果の概要（和文）：本研究は，以下の2点を成果として得た。すなわち，①体格推移のパターンについて：小学1
年から6年までの身体測定データをもつ1,536名の体格推移のパターンを明らかにした結果，男児で５つ，女児で６つに
分類することができた。また，殆どの子どもが学童期以前の体格を継続するが，男児において学童期に作られる肥満が
あることが示された。②体格推移に影響を与える因子について：6から12歳までの体格の推移を検討したところ，クラ
ブ活動に参加している男児は，そうでない男児よりもBody Mass Index［体重(kg)/身長(m)2 ］が経年的に低値を持続
する、すなわち肥満になりにくい可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：This study project revealed two major results. 1. The patterns in the body mass 
index [BMI; weight (kg)/height (m2)] of 1,536 6- to 12-year-olds were divided into five categories for 
749 boys and six for 787 girls through a discrete mixture model to explore these patterns. 2. Being a 
member of a sports club was one of the factors which affected these trajectories. We calculated the BMI 
for about 304 children (163 boys and 141 girls), converted all the data on body size into standardized 
z-scores, and evaluated life style factors potentially determining the BMI trajectories of these children 
through a multinomial logistic regression. The BMI of boys belonging to a sports club tended to be lower 
than that of other boys.

研究分野：公衆衛生看護学
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１．研究開始当初の背景 
2010年世界保健機構は，5歳未満の子ども
の肥満が 4,200万人いると見積もり，幼児期
からの肥満予防の必要性を指摘してきた。ま
た，小児肥満予防が必要な理由として，次の
ような事柄が指摘されている。それは，小児
期の肥満の 2／3 が成人期の肥満へつながる
こと，また小児期の高度な肥満は成人期にも
高度な肥満となり，心血管疾患や 2型糖尿病
のハイリスク群となることなどである。これ
らを背景にわが国でも，2010 年 3 月の健や
か親子 21 第 2 回中間評価において成人期の
肥満が今なお増加傾向であることを受け，小
児期からの肥満予防のための生活習慣改善
を指摘している。小児の肥満は成人の肥満同
様，多様な合併症を発症する可能性があり，
早期の方が治療効果が高いと言われている
ため幼児期から肥満を予防する必要がある。 
これまで，わが国の小児肥満予防は小中学
生を中心としており，幼児期からの予防を検
討した文献は少ない。一方で，小児肥満の発
症は幼児期であるとする説も提唱されてい
る。海外においても，近年になり学童期に発
症に関連する幼児期の因子を明らかにした
先行研究が見られるが，依然として少数であ
る。よって，幼児期から小児肥満を予防する
ための効果的な介入方法を検討する必要が
ある。 
研究者は，平成 21 年度より当該研究費の
助成を受け，小児肥満予防のための基礎資料
となる知見を産出してきた。その結果，以下
の 3点が明らかになった。まず 1点目は，学
童期以降に肥満となる子どもの体格が，3 歳
以前の幼児期からすでに大きい可能性があ
ること，2 点目は，現在，乳幼児健診で幼児
期から肥満予防を実施している山梨県の市
町村は半数であること，また健診を担当する
全ての保健師が，幼児期以前に肥満を予防す
る必要性を認識しているわけではなく，たと
え認識していても，その効果的な方法が明確
にされておらず試行錯誤の段階にあること
である。そして 3点目は，幼児の肥満予防は
よりよい生活習慣を基盤としてなされるべ
きであるが，生活習慣を改善する以前に，養
育者自身が，既に健康的とは言い難い生活習
慣を送っている可能性が高く，養育者も含め
た生活習慣の改善の必要性である。肥満を予
防するための効果的な方法を検討するため
には，幼児期のどのような因子が，その後の
肥満に関連するのかを明らかにする必要が
ある。しかし，国内外問わず，これらの因子
については未だ充分に検討されていない。 
２．研究の目的 
本研究目的は，小児肥満予防に向け，効果
的な介入方法を検討するために，エビデンス
となる知見を構築することである。この目的
を達成するため、１）学童期にある子どもの
体格データ（身長・体重）を継続して集積で
きるデータベースの構築，２）これまで明ら
かにしてきた体格推移の軌跡と比較し、日本

における小児期の体格推移のパターンの明
確化，３）各種体格推移のパターンに関連す
る生活習慣要因（朝食欠食の有無，課外活動
としての運動習慣の有無，等）の明確化を目
標とした。  
 
３．研究の方法 
（１）研究デザイン 
コホート研究および関連検証研究 
 
（２）研究対象 
山梨県都留市学校保健研究会に参加してい
る養護教諭全 11 名により、収集されたコホ
ートデータ。これは、2004 年から 2008 年ま
でに生まれた全ての子どもたち（転出を除
く）を含む，男児 768 名，女児 792 名，合計
1,560 名のデータであった。 
 
（３）分析方法 
①子どもの体格推移のパターン分析 
 都留市のコホートデータより、1 歳半から
9 歳までのデータをもつ子どもを対象とし、
各年齢の身長・体重より Body Mass Index 
(BMI)を算出し、その推移パターンをセミパ
ラメトリック混合分布モデルを適用し、探 
索的に階層化した。また、これまで研究者が
明らかにしてきた甲州市の体格推移のパタ
ーンと比較し、サンプルの違いによる相違の
有無を検討する。 
 
②体格推移のパターンに関連する生活習慣
因子の検討 
 都留市のコホートデータおよび小学4年時
点での担任による生活調査で収集した子ど
もの生活習慣因子（朝食欠食の有無，課外活
動としての運動習慣の有無，等）を用い、多
変量解析（Multinomial logistic regression）
を用い、これまで推奨されてきた生活習慣を
参照した相対危険度としてオッズ比を算出
した。 
 
４．研究成果 
 本研究の結果と、そこから得られた今後の
研究課題は以下の通りである。 
（１）子どもの体格推移のパターン分析 
出生後（1 歳 6 ヶ月）から小学４年生（９
歳）までの体格推移は、男児で４つ、女児で
４つに分けられる可能性あり（図１,２）。 
 最も多い推移パターンは、平均的な体格
（BMI の zスコアが-1 から３）をずっと維持
する群であったが（男児45.3％、女児91.1％）、
男児の４.７％（昨年 4.0%）、女児の 9.3％（昨
年 8.9%）は入学前から肥満傾向が認められる
可能性が示唆された。 
 また、甲州市のデータから得られた体格推
移のパターンでは、男児 5つ、女児 6つに分
類することができたが、数の多少はコホート
として扱うことのできるデータ数の相違と
して考えられた。そのパターンの種類につい
ては、幼児期から持続的に BMI が増大する



群、平均を持続する群、学童期より肥満傾向
となる群、やせ型を持続する群と、ほぼ同様
のパターンであることが推測された。 

図１．小児期の体格推移のパターン（男児） 

図２．小児期の体格推移のパターン（女児） 
 
（２）体格推移のパターンに関連する生活習
慣因子の検討 
 男女ともに平均を持続する群（２G）を参
照群として、多変量解析を行ったところ、男
女ともに、「スポーツ少年クラブに所属して
いる」場合に、やせになりにくい傾向が、男
児でオッズ比（OR）: 0.31, 95%信頼区間（CI）: 
0.11－0.87、女児で OR：0.33, CI：0.13－0.84
と有意に認められた。また、「朝食を摂取し

ている」場合に、肥満になりにくい傾向が、
男児で OR：0.15, CI：0.03－0.65、女児で
OR：0.22, CI：0.06－0.76と、有意に認めら
れた（表１）。 
 これらの結果より、思春期やせ症を予防す
るためには運動をすることが、小児期の肥満
を予防するためには、朝食を毎朝摂取するこ
とが有効である可能性が示唆された。 
 今後、さらなる生活習慣因子を収集し、よ
り効果的な予防方法を検討するための知見
を産出していく必要がある。 
 
表１．平均型の体格推移のパターンに対する
各群に含まれるオッズ比 
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